
2007 年度新執行部が発足しました。よろしくお願いします。（役員名簿は裏面にあります） 
執行委員長 北園 芳人（工学部：社会環境工学） 

2007 年度の執行委員長を仰せつかった北園です。工学部支部も例に漏れず、組合員の減少

が続いており、特に教員の組合員はわずかに７名ということで、組合の存在意義が失われて

いるようで残念です。そういう中から執行委員長になったわけで、私自身が組合員として活

動してきたかという問題についてはおおいに疑問も残るところがあります。また、組合員の

勧誘についても組合員であるメリットを他人に説明できるほど知識もありません。しかし、

国家公務員から法人化によって非公務員という訳の分からない職業になりました。そして、

労働基準法の適用を受けることになり、大学の中でも使用者と労働者に分けられ、就業規則

に基づいて雇用条件が決まることになりました。法人化されるまでは大学の組合の活動は、

大学執行部を通して文部科学省へ要求してきたのだと思いますが、法人化後は勿論文部科学

省に対する要求もありますが、それ以上に使用者である大学学長との交渉が重要となってき

たと思います。労働者側の代表者である過半数代表者が本当に対等に使用者側の学長と交渉

ができるには、その支持基盤がしっかりしていることだと思います。組合員が過半数に満た

ない状況では、過半数代表者が労働者側の意見を集約しようとしても困難です。そのため、

過半数代表者がいくら大学側と対等な交渉を行おうとしても、真の支持基盤が強固でないた

め、大学側に見透かされてまともな交渉が出来ていないのが現状ではないでしょうか。真の

過半数代表者を出すにはやはり組合員の数を増やすことが大切だと思います。だから、大学

の教職員がまともな交渉が出来ないとどのような労働条件の悪化をもたらすかを未加入の教

職員に訴えて行くべきだと思います。 
また、赤煉瓦は組合員への情報提供なのか、それとも大学教職員全体への情報提供なのか

私自身が良く分かっていません。もし、教職員全体への情報提供ならば、B4 サイズは大き

過ぎるのではないでしょうか。さっと目を通すには量が多過ぎると思います。A4 サイズで

回数を増やしては如何でしょうか。組合の活動を理解してもらえるように、組合活動に協力

すれば教職員にメリットがあるということを訴えて行く必要があるのではないでしょうか。

教職員は組合活動でなにが得られたのかほとんど知らないのではないでしょうか。自分達の

職場環境は自分達で創って行くものであることを知らせることが必要です。運営費交付金問

題はその足がかりになるのではないでしょうか。組合にしても、過半数代表者にしても数が

ないと使用者側と対等に交渉できないと思います。教職員全体に過半数代表者がどういうも

のか知ってもらうことが第一だと思います。教職員みんなに読んでもらえる組合の情報紙は

できないでしょうか。組合員の皆さんで考えませんか。 
挨拶なのに好き勝手なことを書きましたが、この 1 年で私自身も組合も少し変わればいい

なと思っています。1 年間お付き合いを宜しくお願いします。  

書記長 井上 尚夫（理学部：数理科学） 
 2003 年度に続いて再び書記長をお引き受けすることになりました。前回はちょうど法人に

移行する年で、組合規約の改正や労使関係の基礎である労働協約の締結などを行いました。

多くの組合員の協力を得て、順調に公務員法による職員団体から労働法による労働組合へと

脱皮ができました。 
しかし、この 3 年間の団体交渉など労使の協議の状況を見ると、使用者側の公務員制度準

拠の考えはますます強くなっていると感じます。例えば、大多数の教職員に大幅な賃金削減

を押し付けたまま、渡り鳥官僚を含む人事交流職員の賃金改善は強行します。組合側の論理

に基づいた批判に対して、公務員制度準拠のみの理由で拒否し、就業規則の改正日すら 4 月

1 日から一歩も譲らず、時間切れとして協議を打ち切るのですから、まともな議論は不可能

です。 
現在、労使関係は決して良好な状況とは言えませんが、それはこのような使用者側の姿勢

によるところが大です。しかし一方で良好な労使関係実現は組合要求の実現に不可欠なこと

です。使用者側に公務員意識からの脱皮を求めるとともに、国立大学法人にふさわしい労使

関係の実現のために微力を尽くしたいと思います。 
ともかく、あまり眉間にシワを寄せないでやりたいな、というのが正直なところ。固定観

念にとらわれないたのしい提案がありましたら、どんどんお寄せください。 
一年間、どうかよろしくおねがいします。 
 

 

書記局員を募集します 

今年度も書記局体制をつくり日常的な活動のお手伝いをして 
いただき、組合活動の活性化をはかります。書記局員として 
協力していただける方は本部組合事務所(内 3529) または 
医学部支部事務所(内 5858)に連絡をお願いします。              
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熊本大学教職員組合 
 
２００７年度役員名簿 
支部名 役職名 氏名 所属 担当部会 
工学部 執行委員長 北園 芳人 社会環境工学 組織財政、教員 
法文学部 副委員長 稲葉 継陽 社会文化科学研究科 賃金、組織財政、教員 
理学部 書記長 井上 尚夫 数理科学  賃金、組織財政、事務 

有期雇用、 
工学部 書記次長 清水 久雄 機器製作技術系 賃金、組織財政、技術、 

有期雇用、 
法文学部 執行委員 西槇 偉 文学科  レク、教員 
法文学部 執行委員 橋本 眞 法曹養成研究科  教育文化教員 
教育学部 執行委員 小澤 雄二 保健体育  教育文化教員 

教育学部 執行委員 平和 孝嗣 音楽教育  教育文化教員 
教育学部 執行委員 宮瀬美津子 家政教育  女性、教員 
工学部 執行委員 松本 英敏 環境建設技術系  レク、技術 
理学部 執行委員 田中 明 物質科学  教育文化、教員 
医学部 執行委員 上田 厚 環境保健医学  組織財政、教員 
医学部 執行委員 芦村 浩一 ME 機器センター 賃金、現業、医療技術 

医学部 執行委員 土田 勝博 ME 機器センター  青年、現業、医療技術 
医学部 執行委員 平本 麻美 看護師 西 2F 青年、看護師 
医学部 執行委員 吉尾 幸恵 看護師 西 9F 青年、看護師 
法文学部 監査委員 平田 元 法曹養成研究科  
医学部 監査委員 宮本 安 調達管理課   
工学部 監査委員 白川 武敏 機器製作技術系  

     
医学部 書記 徳永智香子 医学部支部事務所 

m-kumiai@union. 

内線 5858 
FAX362-4647 

本部 書記 野田 民子 本部事務所  

ku-kyoso@union. 

内線 3529    
FAX346-1247 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


